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序 文

仙塩道路建設に係る山王遺跡の調査は今年で早くも 3年目を迎えました。毎年数々の成果を

挙げ、本市はもとより東北の古代史解明に大いに貢献するものと自負する次第であります。

多賀城をとりまく集落の一つであると考えられていた本遺跡は、昭和54年度以降の継続した

調査によって次第にその全貌を現しつつあります。各地区から発見される建物跡や住居跡は当

時の人々の生活の場を思い起こさせ、現代の県道をはるかにしのぐ幅12mの道路跡は当時の土

木技術の水準の高さを示し、人々の往来の様子を祐彿とさせます。昨年度JR陸前山王駅の隣

接地から大規模な建物跡が見つかりましたが、これは「右大臣殿餞馬収文」の木簡の発見と

相侯って陸奥国の長官のすまい「国守館」ではないかと推定されるに至りました。 「国守館」

の発見は全国的にも例のないことで注目すぺき大発見と評価されました。このような貫重かつ

豊富な内容を有する山王遺跡ですが、押し寄せる開発の波の中で次第に姿を変えつつあるのは

残念の極みです。幸い「国守館」跡は県文化財保護課をはじめ関係者各位のご高配により保存

が決まり、特別史跡多賀城跡への追加指定に向けて現在準備を進めているところです。しかし、

相次ぐ開発の波はともすればこのよ うな貴重な文化財をのみこんでしまうほどの勢いがありま

す。後に悔いを残さぬよう真剣に対処せねばならないことを痛切に感じております。

さて、今年度の調査でも古墳時代から中世に至る数多くの遺構や遺物を発見しました。特に

今から約1600年前の古墳時代中期の竪穴住居跡がまとまって発見されたことは大きな成果の一

つといえましょう。昨年度県文化財保護課が調査したゴミ捨て場とはほぼ同じ時代に属するも

ので、まさに、そこヘゴミを捨てた人々の住居を発見したわけであります。近い将来、当時そ

こに住んだ人々の生活が生き生きと語られるようになることを楽しみにしています。この他に

も平安時代の道路の交差点、地鎮のために埋めた土器、丸太材を立て並ぺた塀跡など典味深い

発見が多くありました。調査終了後、これらの跡は埋め戻され、インターチェンジとなること

は残念ではありますが、当埋文センターではこれらの遺構や出土遺物を負重な資料として今後

の調査研究、展示に活用していきたいと考えております。

最後になりましたが、ご協力項いた建設省東北地方建設局仙台工事事務所、県文化財保護課

並びに多賀城跡調査研究所、東北歴史資料館に対し衷心よりお礼申し上げます。

平成 4年 3月

多賀城市埋蔵文化財調査センター

所長斎藤一司



例 言

1 . 本書は、建設省東北地方建設局仙台工事事務所が担当する仙塩道路建設計画に伴う山王遺

跡（第12次調査）の調査概報である。

本害には、平成 3年度に多賀城市埋蔵文化財調査センターが担当した地区の成果、及び第

10次調査出土漆紙文魯 • 木簡の解読成果を収録している。

2. 発掘基準線は、 A区の東側に設定した原点 (0・0) を通る真北方向の直線を南北基準線

とし、それと直交する東西方向の直線を東西基準線とした。

この原点を 0として調査区内に 3mの方眼を組み、東西方向は原点から東を E、西を Wと

して原点から lm離れる毎にアラビア数字で E1・E 2・E 3・ ・Wl・WZ・W3・ ・ 

と表した。南北方向は原点から北を N、南を Sとして同様に表した。原点の国家座標は X

=188. 880, OOOm、Y=13,230,000mである。

3 . 遺構は、発見順に一連番号を付した。但し、隣接地を同時に調査している県文化財保護課

担当分との重複を防ぐため、 5001番からとしている。

4. 土色については、 r新版標準土色帖J (小山 • 竹原 ：1973)を参照した。

5. 本憲の第 1図は、 5千分の 1の多賀城市都市計画図を複製して使用した。

6. 発掘調査および本書の作成に際しては、次の方々および機関から指導 • 助言を賜った（以

下敬称略）。

平川 南 • 永嶋正春 ・小野正敏（国立歴史民俗博物館）、手塚直樹 ・斉木秀雄（鎌

倉考古学研究所）、桑原滋郎 ・白鳥良一 ・小井川和夫 ・斎藤吉弘 ・後藤秀一 ・

菅原弘樹 • 高橋栄一 • 吾妻俊典 • 千葉正康 • 三好秀樹（宮城県教育庁文化財保護課）

進藤秋師 ・古川雅消 ・丹羽 茂 • 真山 悟 • 柳沢和明 ・村田晃一 （宮城県多賀城跡

調査研究所）、柳沼贅治（郡山市埋蔵文化財発掘調査事業団）

宮城県教育庁文化財保護課、宮城県多賀城跡調査研究所、東北歴史資料館

7. 本書は、平成 3 年度の調査報告分を千葉孝弥が執箪 • 編集し、その作業を菊池 豊、大山

真由美、福原弥子、佐藤祐子、柏倉霜代、須藤美智子、熊谷純子、黒田啓子がたすけた。

併せて収録した 『山王遺跡出土の漆紙文聾および木簡』は国立歴史民俗博物館教授平川南

氏の手になるものである。正倉院文害の写真掲載については、宮内庁正倉院事務所よりご

高配を賜った。この項の編集には滝川ちかこがあたった。

8. 発掘調査の記録 ・出土遺物は多賀城市教育委員会が保管している。



1 . 遺跡名

2. 所在地

3 . 調査面積

4. 調査期間

5 . 調査主体

6. 調査担当

調査要項

山王遺跡（宮城県遺跡登載番号 18013) 

宮城県多賀城市八幡 111他

2, 900m' 

平成3年 4月15日-12月26日

多賀城市教育委員会教育長櫻井茂男

多賀城市埋蔵文化財調査センター 所長斎藤一司

調査員 千葉孝弥

調査補助員菊池 豊

7. 調査参加者赤間かつ子芦野しづ子阿部けい子阿部トシ子阿部敏子

阿部美津子大友良子大山貞子小野玉乃 小野寺くに子

小 野 寺 恵 子 小 笠 原 マ キ 子 小山千枝子風間仁郎加藤昭一

加藤文一菅野恵子菊地みち子熊谷きみ江熊谷サツキ

黒沢節子後藤恵子後藤はつみ境幸子桜井エイ子

佐々木四郎佐々木忠志佐藤容子下道博信菅原絹代

鈴木一郎鈴木文子鈴木真佐雄武田りき 武山あや子

谷村泰典千葉享ー百々みち子角田静子平山節子

星 忠 次 郎 松 本 喜 一 水 越 朝治渡辺園恵渡辺幹子

渡辺ゆき子

白石公子鈴木敬子伊藤由美子小林桂子 （遺物整理員）
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I 調査の計画と経緯

本調査は、仙台湾高規格幹線道路事業計画の一環と して計画された仙塩道路建設計画に伴う

ものである 。 多賀城市内を通る路線敷内には埋~ して山王遺跡 ・市川橋遺跡・

六貫田遺跡が存在することより、仙塩道路建設を担当する建設省東北地方建設局仙台工事事務

所、宮城県教育委員会、多賀城市教育委員会の三者が協壌し、平成 2年度から宮城県教育委員

会と多賀城市教育委員会がそれぞれ受託して調査を実施すること になったものである。調査は

はじめにインターチェンジ予定地から着手しており、その概要は、宮城県教育庁文化財保護課

及び多賀城市埋蔵文化財調査センタ ーから報告されている （註 1)。

今年度は本事業に着手して 3年目にあたり、昨年度に引き続き文化財保護課とともにインタ

ーチェンジ予定地内において調査を行な った。当埋文センターの担当分は、当初の計画では昨

年調査したE区の東側にあたる F区の事前調査と、 E区の南側にあたる H・I・J区の確認調

査であり、面積は合計6,900m'であった。 しかし、 H・I・J区の確認調査には着手できず、

F区と E区の残り部分約2,900r:r{の調査にとどまらざるを得なかった。しかも F区 （一部E区

を含む）についても事前調査を終了させるに至らず、翌年以降の事業計画に大きな支障をきた

す結果とな ってしまった。

（註1) 宮城県教育委員会 ・多賀城市教育委員会・建設省東北地方建設局 r山王遠跡一仙塩道路建設関

係遺跡八幡地区調査概報一』 1990

宮城県教育委員会・建設省東北地方建設局 『山王遠跡一仙塩道路建設関係遺跡平成 2年度発掘

調査概報一』 1991 

多賀城市埋蔵文化財調査センター ・建設省東北地方建設局仙台工事事務所『山王遺跡ー第10次

発掘調査概報 （仙塩道路建設に伴う八幡地区調査） 一』 1991

II 発見遺構と遺物

今回の調査で発見した遺構は、竪穴住居跡21棟、掘立柱建物跡14棟、・道路跡4条、材木列跡

1条、井戸跡3基、溝跡13条、土横25基、土器埋納遺構1基などであり、年代的には古墳時代

から 中世にかけてのものである。これらの遺構やその周辺からは、土器、陶磁器、瓦、石製品、

木製品、金属製品、植物遺体、自然遺物など各種の遺物が大屈に出土しており、整理用平箱で

約 250個分に達している。

今回の調査区は、調査前はすぺて水田として利用されていたところであり、各時代の堆積層

や包含層はすべて削平されていると考えられる。現代の水田床土や表土の下はすぐ黄褐色砂質
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土層となっており、この上面が遺構確認面となっている。この黄褐色砂質土層は、厳密に言えば古

墳時代中期頃に微高地を形成していた部分と、それ以降、後期にかけて堆積した部分とに分け

られるが、今回報告分に限って言えば分けて考える必要もないため、いずれのものも「地山」

と記述した。現在のところ前者の層中に遺構の存在は知られていない。

以下、発見した遠構の内、比較的整理 ・検討の進んでいるものについて、その概要を述べる。

1 . 竪穴住居跡

21棟発見した。調査区南半部に多く分布している。この内、精査まで終了したのは4棟である。

(1) SI 5288住居跡

調査区南西隅で発見した住居跡である。SB 5222・5289・5290・5291・5324建物跡、 SA52 

26材木列跡、 SE5208井戸跡、 SD5212溝跡などと重複しており、それらのものより古い。平

面形はほぼ正方形を呈し、規模は東西6.7-6.4m、南北6.6mである。方向は北で約 18度西に

偏している。床面は二時期認められる (A・B期）。

【SI5288 A]構築当初のものである。壁高は約25cmを計る。床面は掘り込んだ地山面をそのま

ま用いている。柱穴は、住居各コーナーの対角線上に 4つ検出しており、北西 • 北東 • 南東隅

の各柱穴では改築にあたって抜き取られた状況を確認している。南西隅の柱穴は、 B期柱穴の

断ち割り調査の際破壊してしまったため詳細は不明である。柱間は抜き取り穴の中心に位龍を

想定すると北東～北西間が約 3.3m、北東～南東間が約 3.1mである。柱穴はほとんどが抜き

取り穴によって破壊されているため深さは不明であるが、抜き取り穴の深さを参考にすると、

南東隅、北東隅では深さ約55cmと考えられる。周溝、カマド、炉は検出できなかった。埋土はオ

リープ褐色の砂 (2層）とにぶい黄色の砂質土 (1層）からなっている。均質でしまりがなく

自然堆積層と見られる。

【SI5288 B] A期堆積層上に貼床して構築したものである。壁高は約 7cmを計る。柱穴は住居

跡の各コーナーの対角線上に 4つ検出しており、主柱穴と考えられる。北東の柱穴では径17cm

の柱材が長さ100-90cmまで残存していた。いずれの柱材も表面を丁寧に面取りしており、手斧

ではつった痕跡が明瞭である。底面はいずれも平坦である。掘り方は柱材の太さの割には小規

模であり、いずれも径約30cm、深さ約70-50cmを計るのみで、それより下方は柱材とほぼ同じ

幅であったと考えられる。柱間は、北西～北東 3.9m、南西～南東が3.9m、北西～南西が3.8

m、北東～北西が 3.8mである。なお、本期の床面上では、住居の建築材と見られる細長い痕

跡を多数検出している。方向等にまとまりがなく、恐らく倒壊した状況を示すものではないか

と考えられる。周溝、カマドは検出できなかったが、北壁のほぼ中央部に炭化物層があり、そ

の中央部に小範囲ではあるが焼土面が見られ、炉と考えられる。
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第 2図 SI 5288住居跡
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遺物は、 B期の床面上から土師器壺 ・甕などが散在した状態で出土している。これらの中に

は、完形や完形に近いところまで復元できたものがある。また、体部を穿孔した小型の壺（第

3図5)や、壺の口縁部のみを正置し、その内側に土器片を落とし込んだ状態で発見されたも

のもある（第 3図1)。また B期の堆積土中からは多孔平底の甑、A期の堆積土中からは小型の

壺などが出土している。
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雷号 捐 別 出土膚位 外面の 調整 内面の鯛整 底 部 鐵 考 登録ぬ 図版ぬ

1 土繹と衰 B期床面 口籍郎ヨ コナデ 頸部ヘラミガキ 口縁部ヨコナデ頸邸へ9ケズ') 複合口縁 R-18 

2 土綺呂壼 B問床面 口縁部ヨコナ，，， 体部ナ，，， 口縁邸ヨコナデ体繹へ9ナデ Rー21
3 土師臼壺 B期床面 鳴掘ヨつザ廿.'*訟9ミ9令 口玩へ”ヤ願墨l'I.J.体讚ヘfflへうケズリ 外面全体にスス付着 R-Z3 8-2 
ヽ 土鱒呂壺 A期増積土 口縁部ヨコナデ体邪へうミガキ 口縁部ヨコナデ 体部へ9ナデ Rー2Z
5 土師 岱 壺 B期床面 〇縁811ヨつナデ体約9ミカ・キヘ9ケズ'I口縁l!IIヘラナデ体部オサエヘラ （本部に穿孔 R-24 8-4 

6 土綺呂 甕 B期床iii 口,;-;(')-元体憾ヘラ ミガキ 屯 玩 へ”ヤ体慕が江へ”ヤ Rー17 8-6 

7±  絹 召 籠 B期 1層 ヘラミガキ ヘ9ケズリ ヘ9ナデーヘラミガキ ヘラケズリ 5つの9孔が考えらhる Rー19 8-8 

第3図 SI 5288住居跡出土遺物
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(2) SI 5309住居跡

SI 5288住居跡の北側で発見した住居跡である。SB 5296・5297建物跡、 SK5204土擦と重

複しており、それらより古い。平面形はほぼ正方形を呈しており、規模は東西約 6.2m、南北

5.8m、壁高は残りの良いところで10cmを計る。南西隅は削平されている。方向は北で約22度

西に偏している。床面は地山面をそのまま用いており 、柱穴は住居各コ ーナーの対角線上に

4つ発見している。北西隅をのぞく他の柱穴では径11-12cmの柱材が残存しており、南東隅の

柱穴では長さ68cmまで残存している。いずれの柱材も表面を丁寧に面取りしており、手斧では

つった痕跡が明瞭である。底面はいずれも平坦である。掘り方は長径55cm、短径45cmの楕円形

や径40cmの円形を呈している。なお北西隅の柱穴は深さ40cmと他の三つに比べて浅く底面には

礎板を四いている。周溝、カマド、炉は検出できなかった。埋土は黄褐色砂質土で、炭化物や灰

の堆積がみられ、小範囲に焼土のプロックも見られた。新しい段階の床面である可能性も考え

られるが、主柱穴が抜き取られずに残っていたことや、この層上で新たな柱穴が検出できなか

ったことなどからその可能性は低いと考えている。

遺物は床面上から鉄製の鍬先、或は鋤先が1点と鉄鏃が1点出土している。前者は幅'12cm、

高さ 7.5 cmを計るもので、全面錆に毅われてはいるがほぼ完形品である。この他堆積層中から

土師器の高杯 ・甕が出土している。

゜
10cm 

2
 

翻 I1'11 外而の綱 整 内面の悶 整 底 部 償 ぢ I狂録ぬl閃版ぬ

1 土師召 高杯 2 .V lllfJS,~, .... , 切,.,_nズリーヘ"ガ ロ縁部ヨコナデヘラナデ

2 I土師召 高I不II層 I粗いミ ガキ 褐郎ヨコナデ Iヘラケズリ ヘ9ナデ

3 土師召壺 口It部ヨコナデ体糾9ミガキ、へ9ケズリ ロ縁部ヨコナデ 体部へうナデ

R-46 

R一39

内外面黒色を呈す IR→1 

第 5図 SI 5309住居跡出土遺物

(3) SI 5303住居跡

調査区南壁際で発見した住居跡である。南側が調査区外へのびるため全体 を検出していない。

全体に削平が著しく、表土を除去した段階で既に床面が露出していた部分もある。SI5288住

居跡とはSK5224土城をはさんでその東側に並んでおり北壁のラインはほぼ一致している。ま

た北側に位置する SI5309住居跡とは東壁のラインがほぼ一致している。SK5205土横やSB

5301建物跡と重複しており、それらより古い。平面形はほぼ方形を呈 しており、東西5.4m、

南北は西壁が調査区南壁付近で南壁に移行するかのように東に屈曲しているため、約 5.5mと

推定できる。壁高は、最も良好な部分においてもわずかに 6cmを残すのみである。方向は北で
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約24度西に偏している。床面は、全体がオリープ褐色土で貼床されていたと見られる。カマド

は検出できず、周溝は東壁においてのみ確認した。幅15cm、深さ10cm、の小規模なものでわずか

に2.4m検出した。床面には灰、炭化物焼土の堆積が認められたが、炉と見られる硬化 した面

は認められなかった。柱穴は南東隅をのぞき、北東隅、北西隅、南西隅で発見した。柱間は北

西～北東が 2.9m、北西～南西が 2.9mである。柱穴は深いもので65cmを計り、柱は柱痕跡よ

り径13-lOcmである。北東隅の柱穴では礎板の痕跡が認められた。

遺物は土師器甕などの破片が数点出土している。

I E84 g~ ビ90S30 
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(4) SI 5287住居跡

SI 5303住居跡の東側で発見 した住居跡である。東辺及び南辺が調査区外へのびているため

全体の約半分しか検出できなかった。 S85300建物跡と重複 しており、それより 古い。平面形

は方形を呈し、規模は東西5.lm以上、南北5.3m以上、壁高は 8cmを残すのみである。方向は北

で約4度西に偏している。床面は、全体がにぶい黄色砂質土で貼床されている。北辺と西辺に

は幅20cm、深さ15cm、断面が「V」字形の周溝がめぐっている。検出した範囲でカマドは認められ

なかったが、北辺から約1.3m南側の床面上で熱を受けて赤変硬化 した部分があり、炉と考えら

j E-96 

:.:
r
 

A
i
 

s-30 

四 一A期掘り方埋土

屈 !=A罰抜き穴埋土

蕊 =B期掘り方埋土

［コーB期柱瘍路
0 lm 

, ――•一i

ドー 3.900m

0
・

第 7図 S I 5287• S B 5300建物跡
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れる。平面形は凡そ楕円形を呈し、規模は長径85cm、短径35-25cmである。柱穴は北西隅で

1つ発見したのみであ る。平面形は不整形 を呈し、規模は55X45cmである。柱痕跡は径15cm

である。堆積層は 4層に分けられる。 2層は白色の灰の層でほぼ全体に堆積しており 、 3a層

は炭化物層で北東部を中心に分布 している。3b層は灰と炭が混じ った層で南半部に認められた。

遺物は、土師器高杯 ・杯 ・壺 ・甕、石製模造品の勾玉 ・有孔円板 ・臼玉、砥石、不明鉄製品

などが出土している。これらはすべて床面上から出土したものである。土師器の器面調整につ

いては観察表に示したとおりであるが、第 8図2の高杯、 3の杯の体部に見られる「粗い ミガ

キ」とした調整技法について説明しておきたい。その痕跡は幅約 6mmの細長い面として認めら

ごパ口
I 

Lll JI-) 

゜
10cm 

I 
― 

flーロ
゜

San 

番号 種 別 出土層位 外 面の闘整 内面の綱整 底 部 鱗 考 登ふ 図版心

1 土師B 高杯 床面tc7• H口四 3"廿’へ9ケズ、i-.;.11キ 血N畠"ザ．へ9げ 胃“へ,tt'.3'tヤ R-14 8-1 
2 土師日 高 杯 床面II)~ 口縁部ヨコナデ 祖いミカ・キ 口ほ部3コナデナデヘ9ナデ R-11 

3 土師曰杯 床面Mi3 口騒菰ナデ f拿部粗いミガキ→ ロほ部ヨコナデ f本部へ9ナデ ヘラケズり R-6 8-5 

｀ 土閾臼壼
床面N,92 粗いミガキ ヘ9ケズ．， ヘ,.,.ぞ ヘ9ケズリ R-13 

5 土鱗a壺 床面~67 体口繕郎tMlへ!t9コミナガデキー、ヘヘ9ラケミガズキ’’ ロ8幕3>-1''1'彙墨＊＊エ If嶋,.,.デ へうケズ '1 Rー15 8-3 
6 石製横迅品ぽ孔円飯 床面11,61 R-1埠

7 石罰損造品ぽ孔円板） 床面 R-143 

8 石製損透品（勾玉 床面1h52 R-Ui 

第 8図 SI 5287住居跡出土遺物
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れるものであり、面にはハケメのような細い筋が見られる。成形後まだ完全に乾燥していない

段階に、細いエ具で器面を強く擦ったようであり、その面は他の面より若干落ち込んでいる。

ヘラケズリ、ハケメ、ヨコナデとの前後関係ではそれらより新しく最終段階の調整と見られる。

一つ一つの単位が細かく、しかも最終段階の調整であることから基本的にはヘラミガキと考え

ているが、面が平滑でないことから 「粗いミガキ」と呼んだものである。ハケメのような細い

筋は、通常ヘラミガキに用いるものとは異なるエ具、或は異なる使用方法によ って生じたもの

と考えている。 （図版14-1-3) 

2. 掘立柱建物跡

掘立柱建物跡は調査区のほぼ全域に分布しており、現在のところ16棟発見している。この内

精査まで終了したのは調査区南西隅の15棟である。以下、それらの概要を述べる。なお、この

地区の建物跡はすべて黄褐色砂質土から成る地山上で検出したものである。

(1) S B5300建物跡

S B5300は、桁行 3間、梁行 2間の東西棟である。 SI 5287・5206住居跡、 SD5213溝跡と

重複しており、古墳時代中期の SI5287住居跡より新しいが他のものより古い。南東隅の柱穴

は調査区外にのびており、南西隅の柱穴は SD213溝跡によ って大きく破壊を受けている。本

建物跡は同位置で二時期の重複が確認された。

【SB5300 A]柱穴の形状は、東要棟通りのものをのぞき、すべて隅丸長方形である。規模は

長辺 1.3m、短辺 l.Omのものから長辺 0.9m、短辺 0.7mのものまである。埋土は黄褐色土

と暗褐色土が互層となっている。この時期の柱はすべて抜き取られているため柱位置は不明で

ある。底面に板材が残っているのもあり、礎板を用いた柱穴であったと考えられる。

【SB5300 B】柱穴の形状は、概ねA期のものと一致しているものが多いが、楕円形のものも

あり、底面も平坦でないものが多い。北東隅の柱穴と、南側柱列の東妻から 1間目の柱穴、西

妻から 1間目の柱穴では礎板を用いたことが判明しており、北東隅の柱穴では礎板、柱材とも

残存している。方向は、北側柱列でみると東で6度52分南に偏している。桁行については、北

側柱列で6.78m、柱間は西より2.29m、2.17':'、2.30mである。南側柱列では中央の 2つの柱

間が2.18mとな っている。梁行柱間については、西妻で北から 1間目が2.40m、東妻で北から

1間目が2.32mである。柱は北東隅の柱穴で残存しており、径 15cmである。柱穴埋土は A期

のものと類似しているが互層にはな っていない。遺物は出土していない。

(2) SB 5222建物跡

調査区南端部で発見した南北棟の建物跡である。南北3間、東西 3間で東側に広廂がつけら

れている。SB 5290・5289・5291・5292建物跡、 SD5212溝跡、 SI5288住居跡と重複してお
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12 

り、SB5290建物跡、 SI5288住居跡、SD5212溝跡より新しい。 SB 5291・5292・ 5289建物跡

との関係は不明である。柱穴はすべて検出しており、北西隅の柱穴をのぞくすべての柱穴で柱

痕跡も確認している。桁行については、東側柱列で5.32m、柱間は北より1.73m、1.81m、1.78 

m、東入側柱列で5.48m、柱間は北より 1.83m、1.63m、2.02m、西側柱列で約5.5m、柱間

は北より約 2.0m、1.61m、1.84mである。梁行については、北妻で約5.7m、柱間は西より

約 1.8m、1.85m、2.04m、南妻で5.71m、柱間は西より 1.92m、1.83m、2.02mである。方

向は、東入側柱列及び東側柱列でみると発掘基準線にほぼ一致している。柱穴の形状は、身舎

部分では概ね隅丸長方形を呈し、廂部分では楕円形や不整形のものがみられる。掘り方埋土は

黒褐色粒を含む黄褐色土である。柱の規模は、柱痕跡でみると身舎で径18cm、廂で12cmである。

本建物跡の柱は地面を浅く掘りくぼめた後切り取られていることが判明している。切 り取り穴、

柱穴掘り方、柱痕跡より土師器や須恵器の小片が出土している。

番号 遺構名 種別
規 模 （数値は北、西から計測）

方 向
桁 行 梁 行

1 SB 5222 南北棟 3贔3X 2間 東側柱列 5.32m(1.73+1.81+1.78) 南妻 5.71m(1.92+1.83+2.02) ほぼ発掘基準椋に一致（東

東入億柱列 5.48m(l.83+1.63+2.02) 北妻約5.7m(約l.8+1.85+2.04) 呻列、東入億柱列）

西側柱列約5.Sm(約2.0十1.61+1.84)

2 SB 5289 東西棟 2間以上X2間 南僧柱列 2.49m(I間分）以上 束妻 5.23m(2. 71+2.52) E-7"20'-N (北償柱列

北傭柱列 5.17m(2.51+2.66)以上 西妻不明

3 SB 5290 東西棟 3間X2間 南憫柱列約7Sm 東妻 3.93m (I. 77+2.18} E-5°12'ーN(北債柱列

北憫柱列 7.38m(2.58+2.54+2.26) 西妻約4.0m

4 SB 5291 東西棟 2間以上Xl間 南倒柱列約2.2m(1間分）以上 東妻 2.99m ほぼ発掘基準線に一致（北

北側柱列 4.16m(2.28+1.88) 西妻不明 側柱列）

5 SB 5292 南北棟 3/'品1.J:X祖9 東側柱列不明 南妻不明 Nーが10'-W(西側柱列

以上 西側柱列 4.23m(2間分）以上 北妻 1.63m(1間分）

6 S 8 5294 南北棟 3間X2間 東側柱列約4.4m(2間分約2.9+1.45) 南妻 3.llm(2間分） N一約2・-w<東僭柱列）

西側柱列南妻から）間分）.43m 北妻 東信柱列から1間分1.21m

7 SB 5295 南北棟 3間X2間 東例柱列約4.6m(約1.s+1.43+ 1.12) 南妻 3.26m(1.61+1.65) N一1"36'-W(西僭柱列

西側柱列 4.67m(l.48+1.55+1.65) 北妻約3.3m

8 SB 5296 東西棟 3間X2間 南 側 柱 列 約4.6m(1.47+1.85十約1.3) 東 妻 約3.Sm(約2.0十約1.4) E-0'29'-S (北億柱列

北側柱列 4.67m(1.43+1. 73+1.51) 西妻 3.39m(l.87+1.56) 

， S B5297 南北棟 4r,ffX2間 東側柱列 7.22m{l.89十印.I十約2.S+J.79)南妻 3.90m(l.92+1.99) N-7'15'-W(東億柱列

西側柱列7.llm(fil.6サり1.5サ~.2+1.81 北妻 3.71m(21Li分）

10 SB 5298 東西棟 2間X2間 南側柱列約3.7m (1.80十約1.9) 東妻約2.9m(約l.4+1.48) E-1'52'-N(北僭柱列）

北側柱列 3.67m(l.93+1.74) 西妻 2.86m

11 S B5299 東西棟 Jra, X 2間 南僧柱列約5.0m(約1.5十約l.8+1.72) 東妻 3.44m(約1.7十約1.8) E-0'20'-S(北億柱列）

北偶柱列 5.17m(l.76+1.65+1.76) 西要約3.7m (1.82十約1.8)

12 SB 5300 東西棟 3間X2間 南偶柱列中央l間分2.18m 東妻北僭柱列より］間分2.32m E-6"52'-S(北僚柱列

北側柱列 6.78m(2.29+2.17+2 30) 西妻北側柱列より 1間分2.40m

第 1表建物跡一覧
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3. SA 5226材木列跡

調査区南東隅で発見した材木列跡である。これは、溝状の掘り方の中に連続する円形の柱痕

跡が検出されたことにより、丸太材を立て並ぺた材木列跡であったことが知られる。南北方向に

ほぼ直線的にのびており、約28mにわたって検出した。 SI5288住居跡、 SB 5222・5290・5291 

・5289・5295・5294建物跡、 SD5212溝跡などと重複しており、 SI5288住居跡・ SD5212溝

跡よりは新しいが、 SB 5222・5289・5294・5295建物跡よりは古い。他のものとの関係は不

明である。残存状況は悪く、途中掘り方埋土が失われているところもある。掘り方は幅0.4-

0.2m、深さは残りの良い個所でもわずかに 4cmを残すのみである。柱痕跡は径15-13cmであ

る（図版 5上中）。柱痕跡の間隔は約 5cm程でほぼ密接している部分や、 20cm以上の間隔を

あけている部分なども見られ一定していない。方向は柱痕跡の内、最北端と最南端のものを結

んだ線でみると北で約12度西に偏している。また、本材木列の掘り方を切っている小柱穴がい

くつか発見されている。それらは掘り方の中にほぼおさまり、その柱痕跡は本材木列跡の柱痕

跡とほぼ直線的に並んでいることから、部分的な補修かと考えられる。

4 . 道路跡、土器埋納遺構

東西道路跡 2粂、南北道路跡 2粂を検出し、調査区東端部でそれらの交差点を発見した。こ

の内、 SX300東西道路跡は平成元年度に調査したものから連続しているものであり、 SX700

南北道路跡は今年度県文化財保護課が調査しているものと連続するものである。これらの道路

跡は両側に素掘りの側溝を伴っており、いずれもほぼ同位置で4時期の変遷が認められた。

今年度はその内の最新段階のD期についてのみ掘り込み調査を行なっている。

(1) SX300道路跡

調査区中央部で発見した東西道路である。古墳時代の竪穴住居跡やSD5213溝跡と重複しそ

れらを切っている。東端部はSK5273土城によって破壊されており、その上を SD5258溝跡の

埋土が覆っている。東端から交差点にかけては、土器の細片や灰白色火山灰プロックを多く含

む褐灰色の砂質土が堆積しており、道路が機能していた時の路面堆積層と考えられる。北側溝

SD 5283 D溝跡は上幅1.7-0.9m、南側溝S05282D溝跡は上幅1.2-0.Smである。路幅は、

側溝間で計ると 4.6-2.6mであり、 側溝の心々で計ると 5.7-4.0mである。方向は、調査区

西壁際と交差点付近における側溝心々間の中心点を結んだ線でみると東で約 3度南に偏してい

る。 D期の側溝は、 10世紀前半に降下したとわれている灰白色火山灰層を掘り込んでいること

からそれ以降の年代が与えられる。遺物は、土師器杯・甕、須恵器杯 ・甕、赤焼き土器杯、瓦

が大屈に出土しており、灰釉陶器椀• 広口瓶も少量出している。

(2) SX 5313土器埋納遺構
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S X5313はsx700南北道路跡の南端中央部で発見 した土器埋納遺跡である。路面に堆積し

た褐灰色砂質土上面で検出 した （図版 6中下） 。長軸径16.5cm、短軸14.0cm、深さ約 7.0cmの

不整形の浅い穴を掘り、その中に土師器高台付皿 2点の口を合わせ、正置したものである。そ

の内部からは何も発見できなかったが、その埋設状況や道路の中央に位置していることから何

らかの祭祀的な行為と考えられる。土師器高台付皿はロクロ調整したものでいずれも口径10cm

の小型品である。残存状況の良い第10図1でみると高台は逆三角形を呈する。高台の接合はあ

まり丁寧ではない。外底をのぞき内外両面ともヘラミガキ し、全体を黒色処理している。外底

は回転糸切り痕をとどめたままである。 2もこれとほぼ同様のものである。

゜紐 I種 別 I出土屑位 l外 面 の 11l1 整 内面の関整 償 考 l登録l'hl図版ぬ

I I土緬己寓細i叫堆9紅 Iヘラミガキー黒色処理
2 土鱒a高台杯t堆偵土 ヘラミカ・キー鳳色処糧

ヘラミガキ→黒色処穫

ヘ9ミガキー黒色処壇

庇部

回転糸切り

回転糸切り

R-78 

R-79 

第10図 sx 5313土器埋納遺構出土遺物

5. 井戸跡

調査区中央部で2基、南東部で1基、計3基発見している。

(1) SE 5247井戸跡

調査区中央部の黄褐色砂質土層上で発見した井戸跡である。SK5251土壊と重複しており、そ

れより古い。木組みの井戸側を備えている。井戸側は、内法が一辺約60cmの正方形を呈し、確

認面から底面までの深さは 1.8mである。掘り方は径 1.7mのほぼ円形を呈し ている。井戸側

の構造は、板材を横方向に用い、仕口を柄組み にして固定 し、蒸籠のように数段積み上げたも

のである。仕口の組み方は目違い柄である。本井戸跡については中頃で2段分残存していたが

その上部は腐朽して失われていたため本来何段に積んだものかは不明である。また底面か ら50

-40cmのと ころでは側はなく、素掘りのままとな っている。

遺物は、井戸内埋土から土師器甕、用途不明の角製品が出土 している。その内、土師器甕は

異なる個体の上半分と下半分 （第11図1)が出土 しており、前者は埋土上位から、後者は中位

からそれぞれ伏せた状態で発見されている。上半分の個体は、体部の 2カ所に穿孔されており、

中に泥岩の礫が1点入っていた。このような特殊な出土状態から、投棄されたというよりも埋

納された可能性が高いと考えられる。土師器甕はいずれも非ロクロ調整のものであり、上半分

の個体は外面をハケメ調整、下半分の個体は外面を手持ちヘラケズリ している。
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第11図 SE 5247井戸跡 ・出土遺物

(2) SE 5239井戸跡

調査区中央部の黄褐色砂質土層上で発見した井戸跡である。木組みの井戸側を有し、底には

曲物の水溜めを備えて いる。また南側 にはテラス状の低い段を伴っている。井戸側は、内法で

一辺約80cmの正方形を呈し、確認面から底面までの深さは約 1.9mである。掘り方は北辺が突

き出ているが東西南の三辺では、隅丸方形を呈しており南北約2.7m、東西約 2.2mを測る。

井戸の構造は板材を横方向に用い、仕口を柄組みにして固定し、蒸籠のように数段に積み上げ

たものである。仕口の組み方は、板材の両端近くに一方或は両方に溝状の欠き取りを施して組

んだものである。水溜とな っている曲物は径約40cmで底板をはずしている。南側に設けられてい

るテラス状の段は東西 2.5m、南北1.8m、深さ約 5cmを計る。本井戸跡は埋没後に長径2.0m、

短径 1.7mの楕円形の穴を掘り込んで井戸側上部を抜き取っている。抜き取り穴の中頃には10

世紀前半に降下 したとされている灰白色火山灰が厚く堆積している。

遺物は、掘り方埋土から須恵器杯、井戸内埋土より土師器 • 赤焼き土器杯、抜き取り穴から

土師器杯、テラスから土師器高台付皿が出土 している。この内、 「又」の墨書のあるものが3
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点、判読不明の墨書のあるものが1点ある。 「又」の書体は 3点とも異なっている（註2)。

墨書土器4点の内、 完形品 2点と破片 1点は井戸内埋土上層から 出土 しており、破片 1点のみ

が抜き取り穴からの出土である。 後者についても他のものと同様井戸内にあった可能性が高い o

>-3.800m --< 

R
 

S-5一 SE5239土陪観察表

屑位 .t 色 -t 性 饂 考

l 灰贄褐色00YR½) シルト 炭化物粒、火山灰粒少量含む

2 賛仄色(25Y~ ) ル 下部程火山灰を多く含む

3 • (25 Y½ ) 火山灰、 醗化鉄で汚れている

4 /Ii貴褐色00YR½ ) 砂質シル ト 下部は帖土質．炭化物拉含む

5 賀灰色(2.5Y'f) 帖土質シルト 炭化物粒含む

6 オリープ黒色(Sy)() ． 

7 Iこぶい貴褐色(IOYRメ シルト 焼土校．炭It物位.Ill砂含む

8 灰黄褐色 (lOYR½) シルト 贄プロゥク庶It物粒．煉土粒含む

9 睛沃黄色(2SY½) 砂質シ JI,~ ＋ ． ● 含じ

10 • (Z.5 Y½ ) ． ● • 含む

II . ( +)  帖土買シルト ． • 炭{t物粒含し、

12 晴が1ープ灰色(2.SYK) 砂 黒褐色土帖土質土プロ ックを~Ct
13 ． (.)  ． 

＂黒褐色 (2.SY½ ) シルト 轄オリープ灰色土炭ft物拉含し

15 ． （ .)  ． ． ● 多く含t・
16 ． （ • l 會 ． 

'11 ． （ .)  ． ． 

18 ． (2.S Y ~) ． ． 多く含まれる

c
 

10cm 
l 

壽号 穫 別 出± 屑位 外而の調竪 内面の関整 府部 憚 考 登録ふ 岡版ぬ

1 土師S 杯 井戸債抜tltlり穴 口クロナデ＇ へ.,ミガキ 黒色処遵 阿転糸切り R一74
2 土締已杯 升戸瀾はさl1Xり穴 口ク 0ナ.,,, Uクa-rr 阿転*-"'り 愚nりこ」 R- 11-1 

3 土師日杯 井戸内遣9員土 ロクロナデ ヘラミガキ 黒色処壇 阿転糸切り 昌~r又J R一69 11-3 

4 赤焼き土召杯 井戸内堆1ft土 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切り 昌,-i'Jt, R-67 11-2 

5 赤娩き土呂杯 井戸内増積土 ロクロナデ ロクロナチ 同転糸切り 墨ぞ R-70 11-• 
6 須恵O 杯 墨り方煙土 ロクロナデ ロクロナテ 同転糸切り R-72 

7 土師己合付Ill テ9ス増積土 0 ク0ナテ ヘラミガキ 黒色処糧 R-73 

第12図 SE 5239井戸跡・出土遺物

（註2) 「又」の墨嘗土器は今年度の県文化財保護課担当地区からも 1点出土している。
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6 . 溝跡

調査区全域にわた っ て 13粂発見している。 このうち古墳時代のものが 2 条、奈良• 平安時代

のものが8条、中世以降のものが3粂である。

(1) SD 180溝跡

調査区南西隅で発見した南北溝跡である。本溝跡は平成 2年度にも調査しており、今回調査

した部分を含めると直線距離にして約 116m に渡って調査したことになる。今年度調査した分

は約13mである。 SK5272・5201土横、 SD5202溝跡と重複しており、 SK5272土狭より新し

いが他のものより古い。この他、埋土の上面でいくつかの柱穴状のピットを発見しているが建

物跡としてはまとまらなかった。規模は上幅 4.2m、下幅 2.4m、深さ 0.9mを計る大溝跡で

ある。方向は北で約7度西に偏している。埋土は21層に区分できるが、 1-12層、 13層-21層

の 2つに大別することが可能である。下層には粗砂を主体とする層が目立ち、上層は有機物を

多く含む層や粘質土層が堆積している。このような状況から通水していた時期があり、やがて

埋没が進行 して浅くな った状態でしばらく開口していた時期があった ことを示すもの と考えら

れる。

f-3.800m → 

゜
lm 

S0180土層観察表

層 位 土 色 土性 層 位 ::J:: 色 土性

I I 層 瓜 褐 色 (IO YR½ ) 砂質土 10 3下 層 晟 渇 色 (IOYR K) 砂質土

2 ． ，，，， 褐 色 (IOYR }() 帖質土 II ． 黒褐色 (10. ） ． 
3 2 層 にぶい贄褐 (IOYR Y.) 砂 12a 4 層 ＊＇） ープIll (5 y }f) ． 
• ． 黒 Ill 色 (IOYR }() 砂質土 J3a Sa 上層 にぷい賃褐 ( IO YR½) 砂土

s ． R,,t'I-プ (5 YR½ ) 砂 l4● Sa 下層 灰 (5 y ~ ) ． 
6 3 層 黒 褐 色 (IOYR K) 帖質土 J2b Sb 上層 *')--r黒 (lOY )() ． 
7 ． 黒 掲 色 { IO YR½ ) 腐触土層 )3b Sb 下層 晴がJープ仄 (2.SGY Kl ． 
8 ． にぶい黄褐 (IOYR Y.) 砂 l4b . ＊リープ黒 (5 y ,<) ． 
9a . 鳥 褐 色 (IOYR ,<) 帖質土 15 6 Ill オリープ黒 { 5 y ){) ． 
9b 3下 層 16 7 層 ． ( . ） ． 

第13図 SD 180溝跡断面図

遺物は各層より出土 しており、特に 3層からは大菰の土器、木製品が出土している。現在

整理中のため詳細は後に譲るが、以下主なものについて説明する。昨年度の概報では上層の遺

物を中心に図版を作成したため、今年度は下層の遺物を多く取り上げている。

第13図 1-9は、内面をヘラミガキ、黒色処理した土師器杯である。形態的には口縁部が直
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雷号• 得別 tll士層位 外面の鯛整 内面の調整 底 部 偉 考 登錢ぬ 閃版No

1 土鰤臼 杯 3下膚 口部ヨコナデ体瓢～底瓢へ9ケズリ ヘラミガキ 黒色処環 ヘラケズリ R濁

2 土鰤臼 杯 S層 口籍部ヨコナ，，体部～底謡へ9ケズリ ヘラミカーキ 凩色処理 ヘラケズリ R~I 
3 士鰤召 杯 5下層 口縁部ヨコナデ体郎～妊郵へ9ケズリ ヘラミカ・キ 黒色処理 ヘラケズリ R-56 
4 土鱒呂 9不 7層 口繕部ヨコナデ体郁～匠郵へ9ケズリ ヘラミガキ黒色処糧 ヘラケズリ R-54 
S 土鰤臼 杯 3層 口緑部ヨコザ体訟9ケズ'}→ヘラミガ ヘラミガキ 黒色処澄 ヘ9ケズリーヘ9ミガキ R・l56 
6 土鰤呂 杯 5上鴫 口繕部ヨコナデ体魁ヘラケズリ→ヘラミガキ ヘラミガキ 黒色処理 R-55 
？土鰤呂 杯 7層 口緑部ヨコナデ ff榔ヘラケズリ ヘラミガキ船色処還 R-122 
8 土鰤召 杯 3層 口ほ邸ヨコナデ体幅へ9ケズリ ヘ9ミガキ 黒色処環 R-123 
9 土鰤臼 杯 Sb .I: 層 ヘ9ミガキ ヘ9ミガキ 黒色処環 ヘラミガキ 内面に条線あり R-5? 
10 土蝸巴 杯 Sa J:/11 口栂請ヨコナデ体部～底部へうケズリ ヨコナデ Rー4 10-1 

II 土鱒召 杯 3屠 口緑部ヨコナ，，，体部へ9ケズIJ ヨコナデ R-3 10-2 

IZ 土鱒臼 杯 1層 口樟部ヨコナデ体部一底憾オサエ ロI暑部ヨコナデ底郎オサエ R~2 
13 土鱒臼高杯 Sa上屠 ＂ヨカヤ底患 ,7'f;f!J鳳聾、ラミ滸 杯うミガキ諏汐ヽ9ケズリ得部ヨコナデ R-53 
u 土鐸召高杯 Sb上層 麻減鯛聾不明 応 9ミれ 黒色処!!IIPヘ9ケズ,, 嘉諏：3ガ斑L孔を穿つ R-51 
15 土鱒呂高杯 3層 杯ヨコナデ廣ヘラミガキ貴縞ヨコナデ 恥ラミガ犠色処覆鳳嶋Bヨコ仔 R~9 
16 土鱒臼高杯 3層 杯口繕紐ヨコザ体憾へ9ケズ'Iff籐 杯節ヨコナデ鰤部ヨコナデ 内外面朱塗り R-119 12-1 

第14図 SD 180溝跡出土遺物 (1) 
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線的に外傾する丸底のもの (1-4)、口縁部が直線的に外傾して平底のもの (5)、口縁部

が内湾するもの (9)などがある。外面の調整についてみると口縁部をヨコナデ、底部をヘラ

ケズリするもの (1-4・7・8)と口縁部ヨコ ナデ、体部をヘラケズリした後、 f本部をヘラ

ミガキするもの (5・6)、体部全体をヘラミガキするもの (9) などがある。形態、器面調

整からみて栗囲式の範騎に含まれるものと考えられる。 10-12は内面をヨコナデ調整し、

ヘラミガキ、黒色処理を施さないものである。外面はいずれも体部を手持ちヘラケズリ、口縁

部をヨコナデ調整している。これらは東北地方の土器とは異なる特徴をもつもので、関東地方

の土器に類例が求められるものである。13-15は内面をヘラミガキ、黒色処理した土師器高杯

である。13、15は杯部の口縁と脚部の端部をヨコナデ調整しており、脚部は縦方向にヘラミガ

キしている。14は脚部に長方形の透し孔をもつものである。 16は内外面丹塗りの高杯である。

杯部は口縁部をヨコナデ、底部を横方面に手持ちヘラケズリ、脚部をヨコナデ調整している。

第16図 2・5は黒漆の付着した須恵器鉢である。 5は口縁部の一部を外面へつまみ出し片口を

つけている。現在漆は口縁部に多く残存しているが、外面には口縁部から下方に垂れた痕跡が

〇 lOan 

雷行I Mi 別 I出土府位 I 外 面の田 整 内面の関笠 店部 偏考
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R-58110-4 
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第15図 SD 180溝跡出土遺物 (2) 
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゜

出土府位 外而の関整 内 ilii の 悶 整 底 部 儒 考 l'!t. 録叫図版出

須恵臼高台9寸杯 I 層 0 ク0ナテ

須恵口鉢 Sb膚 手1寺らヘラケズリ 0クロナデ
静い切り→？需~ I 庇部に11\ti I R-128 

外面に漆付鴫 R-124 
須恵呂甕 3 層 0クロナデ Dクロナチ＇ R-52 
須恵召長頸瓶 l 層 0ク0ザ．体下郷回転へうケズ,, ロク 0ナデ

須恵呂鉢 I If! ロクロナデ、 f事下部平行叩き 0 クロナ，，，
肩部に9孔 I R-5 
片口、内外面に漆付精 R-2 I 10-3 

第16固 SD 180溝跡出土遺物 (3) 
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“ 雷令 Ml "り 出土層位 外而の関朽 内面の悶 f~ 庇部 擢 号 登録出図版ぬ

I *関飩 3 層 樹皮を残す R-6 13ーS
2 官＊ 3 層 面全体に梢いケズリ R-2 13-4 

第17図 SD 180溝跡出土遺物 (4) 
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残っており、内面も厚い漆膜が途中で割れたような状態を示していることから、本来は厚く付

普していた可能性が高い。漆膜は厚い部分で 0.2cmを計る。 4は須恵器長頸瓶である。口縁部

と底部が欠損しており、体部はーカ所穿孔されている。第16図 1はも じり編み用木製錘である。

樹皮がついたままの丸太材を素材と し、端部は一方が丸く削り出され、もう一方は平らに削り

出している。紐をかける中央部は浅く削り出 しただけの簡単に加工されたものである。 2は首

冒直

冒一
l 

0 5 cm 
l::-1 I I ___,__j 

一琴室鴫

翠—―弓今

゜
〗:築:.. I了ii.而の悶 整 I 内而の悶 整 I 底咄 l :~~faにこ I言言

第18図 SD 180溝跡出土遺物 (5) 
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木である。木の股を用い、枝を切り取った山形の幹を素材としている。本体には柄穴等は一切

見られないが、太い溝状の刻みが数力所入れられており、紐などを絡める際に用いたものかも

しれない。

(2) SD 5213溝跡

調査区南半部で発見した南北溝跡である。約21mにわたって検出した。SB 5300・5299・S 

I 5307住居跡、 sx300道路跡、 SD5215溝跡などと重複•しており、 S B 5300建物跡より新し

いが他のものより古い。規模は上幅 1.8m、下幅 0.3m、深さ 0.6mを計る 。方向は北で約

30度西に偏しているが、北端部では西に湾曲している。埋土は下層に地山プロックを多且に含

む土が厚く堆積しており、上層は地山粒を含む黄褐色砂質土が主体とな っている。遺物は土師

器の杯や甕の破片が出土しているが特徴の知れるようなものは少ない。第22図 lは 1層から出

土した土師器甕である。接合しないが器高約19cmと推定される。体部外面をハケメ調整し、ロ

縁部は丁寧にヨコナデ調整している。底部には木葉痕が認められる。

なお、本溝跡は平成元年度に調査した SD168溝跡と連続するものと見られる。

｀
 

3
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2
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800 3
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SD213土附観察表

叫土色 1 土性

灰黄褐色 (IOYR½) I シルト
• ( • ) t~.t質シ JI, 卜

3 I . (. ¥ 
9 黒 褐色 (IOYR½)

饉 考

黄褐色土u、炭化物粒、煉土粒含む

黄渇色土プbック ● 

• と互肩 ● ● 

第19図 SD 5213溝跡断面図

7 . その他の遺構の遺物、遺構外出土の遺物

ここでは、これまで触れることのできなかった遠構からの出土遺物を図示する。 SI5306住

居跡、及びSI5308住居跡出土遺物ともそれぞれ床面からまとま って出土したものである。い

ずれの住居跡もカマドを持たないものである。

また、表土や堆積層中から、古墳時代から近世にかけての土器、陶磁器、石製品、古銭など

の多くの遺物が出土している。 古墳時代のものとしては、 土師器、石製模造品、石器などが出

土している。第22図 5は土師器高杯である。台の上に杯をのせたような形態をとっている。本

遺跡周辺では類例を見出せないが、宮城県遠田郡小牛田町に所在する山前遺跡大溝跡出土の器

台が形態的に類似している 。 同遠跡の土器は塩釜式に位置づけ られている （註 3 ) 。 奈良 • 平

安時代のものは土師器、須恵器、赤焼き土器などの土器類が大最に出土しており、灰釉 ・緑釉

陶器も数点出土している。 2・3は円面硯と見られるものの脚部破片である。4は緑釉陶器

皿で高台は角高台であり見込みには圏線がめぐっている。内面はやや磨耗しているため明確
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蓄号 槽別 出 土 層 位 外而の綱整 内面の悶整 底部 饂寄 '!tU池 図版ぬ

1 土締臼高杯 I層 lfe驀螂ヨ西Ill柑E糧いへうミカ~キ員磨確い ＂墨わ廿·~、9ミ沢麟汁工'""'吋 R-3-4 

2 土師臼高杯 I層 m平沿m,翌粗'"''ミがヤ卿怠粗tヽ IR:1籍爆印tr→ヘ,.ガ寄騨劉f:L→沿 R-35 

3 土蝸呂高杯 I層 "'° 緑菰ヨコザ＂体艦 岨いへ9ミガキ IJO籍繹ヨコナ，，ーヘ9ミガキ R-30 

4 土閻己 甕 I層No30 口縁暢ヨコナオエ巾広のへ9ミガキ 口籍瓢ヨコナデ f拿部へ9ナデ 頸邸1こ陸帯あり R-~ 
5 石製撲這品（有孔円板） I膚ぬ33 R-142 
6 士蝸目 壺 I層 CII稔13:>tt'77ミカ苓 f磁 9切'l'_,.ズ'I 口玩へうミがそ体患げ・エ→DH'ヘう ヘ9ケズ., R-32 
7 土鰤呂 壼 1層 口紐部ヨコナデヽヤメ体瓢へうケズ'} 口 カメ→9ヽうヤデけ謡＊奇,__へうナデ ヘ，，ケズ,, R-31 
8 土繹呂 壼 I層 体麒ヘラ ミガキ ヘ9ケズ,, （本部＊サエ 9ヽケメヘラナデ 類鵠欠這底籠を穿孔 R-38 9-S 

第20図 その他の遺構出土の遺物 (SI 5306住居跡）

26 



ではないが外面はヘラミガキしており、内外全面に黄緑色の緑釉が施されている。素地をヘラ

ミガキしていることや高台の形態から猿投窯製品と考えられる（註4)。9は灰釉陶器椀であ

る。高台は角高台で、内面にのみ灰釉が施されている。体部は回転ヘラケズリで調整されてい

る。これらの特徴から猿投窯黒笹14号窯式に比定される（註5)。この他、内外に灰釉を施し

た椀や所謂三ヶ月高台を持つ椀なども出土している。第23図は頸部にヘラ書き文字のある須恵

器大甕である。ヘラ害き文字は 3文字で、 3文字目のつくりが欠損しているためやや不安があ

るが、 「江刺郡」ではないかと考えられる（註 6)。中世以降の陶磁器としては、無釉陶器、

施釉陶器、青磁、白磁、染付などが出土している。 10は無釉陶器甕である。口縁端部が上方と

下方へ張り出し、縁帯を形成している。胎土は灰白色で、外面は黒褐色を呈している。このよ

うな口縁部の特徴をもつものは、現在のところ宮城県内の窯跡からは発見されておらず、 14世_ .... 

攣 3

2
 

p l如m
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言 言

外面の躙整 内而 の 鵬 整 底郎 躙膏

1 土閻臼壺 SI 5滋 I層 R→ o I 9-4 
2 土師8 高杯 SI 5308 2層 R-42 9-1 
3 土締 口 壼 SI 5308 3層 へうケズリ R-41 
4 * 簡 SE5磁 1-1 R-9 
5 * 簡 S E:5208 -ヽI R-10 
6 鰍 SE5208 抜穴 腐触が苓しい R-1 I 13-3 

第21図 その他の遺構出土の遺物(SI5308住居跡、 SE5208井戸跡）
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雷8 楕 別 出必鰍•昭i 外面の綱整 内面の悶整 底部 燿 考 匹ぬ 図版凡

1 土師〇 甕 SD5213 I層 口緑郎ヨコナデ、体部Iヽ ケメ 口籍榔ヨコナデ体部ヘラナデナデ 木墓償 R-125 10-5 
2 円面醗 E区表土 R-153 12-2 
3 円面硯 (F区）去士 R-152 12-3 
4 緑帷陶臼 JII (F区） 汲土 ヘラミガキ、籍雑 ヘ9ミガキ（？）、籍釉 回転へ9ケズリ 内面に圏綜あり R--82 12-s 
S 土師口 高 杯 (F区）表土 口緑部ヨコナデ ヘ9ミガキ 口樟部ヨコナデヘ9ミガキ R-288 
6 土鰤日 高 杯 S1-5271 11/1 口縁鑢ヨつげへ9ミガキヘ9ケズ＇） 口縁郎ヨコナデ ヘラミガキ R-7 
7 土鱒臼 杯 SK5272 l層 ロi墨墨へ9ナデヘ9ケズリ ヘラミガキ-1¥1色処覆 ヘラケズリ R-8 11-5 
8 灰籍閾呂 精 S D14 I層 回転へ9ケズリ ロクロナデ 回Cヘラケズリ 暉畠9的1:0伍槍がか，，る R-88 
9 灰雑陶臼 椀 CC・6) 表土 回にヘラケズ,, ロクロナデ 回転ヘヲケズリ 籍は内面のみ R-90 
10 黒籍陶臼 甕 (F区） 表土 0ク0ナデ ロクロナデ R-115 
II 染付凰 (F区）表土 0クロナデ ロ9ロナデ R・ISO 12-17 
12 白磁帆 (F区）安土 0クCナデ R-151 12-21 

13 石製隕遺品（剣窟） Sl-5ZZ6 11/1 R-139 
U 石関撲造品偵0形） (F区）表土 R・l47 

第22図 その他の遺構出土の遺物、遺構外出土の遺物 (1)
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I I須恵召甕 IT-3 表土 Iロク0ナデカキ目液状文 lロクロ＋デ
ヘラ苔き
江刹郡tr? IR-1 111-6 

第23図遺構外出土の遺物 (2)

紀前半の常滑産製品に類似している（註7)。無釉陶器はこの他にも甕の体部破片が数点出土

しており、中には長格子の押印の施されているものも出土している。（図版12-23)。青磁は外

面に蓮弁文が陽刻された椀の体部破片が1点、白磁は椀の口縁部破片と椀の体部破片がそれぞ

れ1点出土している。第22図12は口縁部を玉縁にした白磁椀である。全体に薄手であり、玉縁

も小ぶりであることから 9-10世紀の製品と考えられる（註8)。11は染付磁器皿である。施釉陶

器は皿が 1 点出土している 。 高台は低く全面に灰釉を施している。瀬戸• 美濃窯の16世紀代の

製品と見られる（註9)。

（註3)宮城県教育委員会「朽木橋横穴古墳群 宮前遠跡」 1983年

（註4)前川 要「平安時代における緑釉陶器の編年的研究J 『古代文化』第41巻第 5号 1989年

（註 5)斎藤孝正「猿投窯における灰釉陶の展開」 『月刊考古学ジャーナル』 t-b.211 1982年

（註 6)江刺郡は現在の岩手県江刺市を含む地域に謹かれた郡で、文献上の初見は『続日本後紀』承和

8年 (841)3月2日粂である。しかし、その成立はもうと早く、胆沢城の設置された延暦21年

(802)からまもな い時期であろうと考えられている。なお、江剌市には、このような大甕を

生産した瀬谷子窯跡があり、年代は 9-11世紀頃に位盟づけられている。

（註7)赤羽一郎『常滑焼ー中世窯の様相一』 1984

（註 8) 奈良県立檻原考古学研究所附属博物館『奈良 • 平安の中国陶磁ー西日本出土品を中心として一』

1984 

（註 9) 伊藤嘉章「瀬戸 • 美涵窯における大窯生産」 r岐阜市歴史博物館研究紀要』 2 1988 
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ま と め

(1) 古墳時代

調査区南半部において竪穴住居跡11棟、土横 1基を発見 した。この内竪穴住居跡 4棟と土

横 1基からは比較的完成品に近い土師器がまとまって出土している。これらの土器の形態的特

徴についてみると、高杯には丸味を帯びて外傾するもの (A類）と杯部下端が強く屈曲するも

の (B類）があり、脚部は付け根から裾にかけて円錐状に開くもの (I類）と上部が円錐台

状をなし下位が外側へ開くもの (lI類）とがみられる。円窓のあるものは出土していない。杯

は器高が高く、体部がやや丸味をもって外傾し、口縁部が外傾するものが1点のみ出土してい

る。壺は法量的に三種類認められる。大型品と小型品については全容の知れるものはないが、

中型品については、口縁部と体部の比率が1: 1になるもの (A類）と、 1: 2になるもの

(B類）とがある。 甕はすべて球状の胴部をもつものもある。また、口縁部のほとんどのもの

が単純口縁であるが、退化した複合口縁をもつものもある。また頸部に粘土紐を貼り付け、

指で押圧して装飾したものも 1点出土している。これらの形態的特徴をもった土器は、各住居

跡で共伴しており、同時期のものととらえられる。これらの土器は従来の型式にあてはめると

南小泉式に属するものであり、この時期の土器群を段階的にまとめた丹羽茂氏の編年によれば

南小泉式の中でも古い段階に位置付けている「山王遺跡 3号遺構」出土資料に類似している

（註10)。

この時期の遺構としては、平成 2年度の調査において発見された SX230遺物包含層、 SX51

23土痰などがあげられる。 SXl230は微高地の北斜面に形成されたゴミ捨て場と考えられる遺

構であり、東西約13m、南北約 9mの範囲に及んでいる。 SX230の南側では遺物を大黛に含ん

だ SX5123など性格不明な不整形の落ち込みを数基発見したのみで住居跡は発見できなかった

が（註11)、今回 sx230の南東にあたる地点を調査した結果多くの竪穴住居跡を発見し、

住居群とゴミ捨て場との位臨関係を把握できたことは大きな成果といえよう。住居跡には、主

軸方向がほぼ真北を向くグループと、やや西に傾くグループとが存在するが、先に述ぺたよう

に時期的にはほとんど差がないと見ているが、同時期に存在した住居が同方位をとっていたこ

とは十分に考えられよう。また、これらの住居跡ではカマドが設けられているものは全く発見

できなかった。そのかわり、焼土面の存在から炉と推定したものが各住居跡で発見されている。

しかしこれについても、石囲いなどの施設を伴ったものではないこと、しかも住居中央からか

なりずれた位置にあることから「炉」と断定できるか否かの疑問は残る。各住居跡の埋土は削

平されているものを除き、すべて地山と同じ黄褐色砂質土によって埋まっている。中には粗砂

の堆積しているものも見られる。このことは、本遺跡の立地する微高地周辺において中期から
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後期にかけて進行したとみられる沖積作用と如何なる関係にあるのか興味深い問題である。

古墳時代中期の遺構は、本遺跡内の西町浦 • 東町浦など各地区で発見されており、今回の調

査地点から南へ約350mの地点においてもその存在が知られている （註12)。西町浦地区では竪

穴住居跡 2棟と土器や王類が多鼠に出土した細長い土壊などが発見されている。住居跡は残存

状況が悪く削平されているものもあ った可能性が高い。東町浦地区では遺物が多く出土した細

長い土壊が発見されており、豪族居館の可能性も指摘されている （註13)。今回調査した八幡地

区の遺構は現時点では竪穴住居を中心に構成されていると見られることから、西町浦• 東町浦

地区の遺構とは大きく様相が異な っていると 言えよう 。遺物についてみても、本調査区ではほ

とんど出土していない須恵器が西町浦・東町浦両地区からは計14点出土していることも、それ

とは無関係ではないであろう 。

SD 180溝跡は、昨年度の概報で「埋土の下層から栗囲式に属する土師器や須恵器の超が出土

しており、年代の上限が奈良時代以前に遡る可能性がある」と捉えた遺構である。今回の調査

で第 4-7層などから出土する土師器杯にはイ本部外面の段が明瞭なものが多く見られ、栗囲式

と捉えることに無理はなさそ うである。周辺には該期の遺構はほとんど発見されておらず、混

入の可能性はないと見ている。また、昨年度出土した漆紙文書 2点について分析が終了し、第

1号漆紙文搭 （戸口損益帳草案）は740-749年、第 2号漆紙文魯は763年のものと判明した（本

書に収録した平川氏報告を参照）。 第 1号漆紙文書は第13図第 3層に、第 2号漆紙文書は第 2

層に対応する層からの出土であり、これらと一緒に出土した土器についてはそれぞれ文書と同

じかそれより新しい年代を与えることができるであろう。該期の土器についで実年代を付与で

きることは大きな成果と言えるが、現在資料整理中であり、昨年度の出土品及び瓦などを含め

て検討した上で改めて論じる予定である。

(2) 奈良• 平安時代

奈良時代の遺構としては SD180溝跡、 SE5247井戸跡などを調査した。何らかの区画施設と

見られる SA5226材木列跡もこの時期に属する可能性が嵩いが明瞭でない。

この時期の土器が大最に出土した S0180溝跡出土土器の中に第16図2・5のように漆の付普

したものが見られることに注目したい。昨年度の出土品の中にも内面全体に漆の付着した広口壺

が発見されており （註14)、国立歴史民俗博物館の永嶋正春氏によれば漆の運搬容器ではなく、

現地において 「＜ろめ」などの精製作業に用いたものであろうという。漆紙文書という漆塗の作業

によって生じる遺物の出土や、昨年度 SE5021井戸跡から出土した木簡が漆塗りの作業に係わ

る内容をもっている （註15)ことなども考え併せれば、今回の調査区あるいはその周辺に漆工

房の存在した可能性がある。

平安時代の遺構としては道路跡と多くの掘立柱建物跡、井戸跡などがある。掘立柱建物跡は
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道路跡と重複するものがなく、道路を意識して建てられたと考えられる。建物跡の主軸方向は

必ずしも統一的でないが、 SB5297の東側柱列と SB5290の東妻、また SB5298の西妻と SB

5222の東側柱列のように柱筋をほぼ揃えているものも見られる。

道路跡は、これまでに発見していた sx300東西道路跡に東側延長部分を検出し、調査区東

端部で SX700、sx5340南北道路跡との交差点を発見した。 SX 5340南北道路と平成 2年度

に検出した SX5150南北道路との距離は SX5150の東側溝 SD5078 DとSX5340の西側溝 SD

5284 Dとの心々で測ると約110m (約 1町）である。

（註10)註3と同じ。

（註11)平成 2年度の調査区南東隅で発見したNa層は遺物包含層ととらえていたが、今年度調査した古

墳時代中期の竪穴住居跡の埋土と非常に類似しており竪穴住居跡の一部であった可能性が高い。

（註12)平成元年度の立ち合い調査で溝状の落ち込みを発見した（本書第1図の川地点）。未報告。

（註13)註3と同じ。

（註14)多賀城市埋蔵文化財調査センター「山王遺跡一第10次発掘調査概報 （仙塩道路建設に伴う八幡地

区調査）ー』1991同書第19図8。

（註15)本苔所収 平Jil 南 「山王遺跡出土の漆紙文再および木簡」参照。



図版 1 上：調査区遠景（西より）

下：調査区近景（東より）



上：調査区南半部

中： SI 52888住居跡（北より）

下： SI 5288A住居跡（北より）



図版3

上： SI 52888住居跨主柱

中： SI 5287住居跡.SB 

5300建物跡 （北より）

下：同上 （東より）
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図版 4

上： SB 5222建物跡 （北より）

下:SA 5226材木列跡（北より）



図版5

上： SA 5266材木列踪柱痕跡

中：同上

下： SD 180溝跡埋土堆積状況



図版6

上： sx 300・700道路跡

中： sx 700南北道路跡（南より）

下： sx 5313土器埋納遺構
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図版 7
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SE5239井戸跡抜き取り穴

同上井戸側

同上 全 景

SE 5247井戸跡遺物出土状況

同上全景

SB 5300建物跡柱穴

（北側柱列西から 1問目）

同上 （北東隅） ,, 

調査区東部住居踪群（西より）



図版8 出 土 遺 物
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図版12 出土遺物
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本
文
書
は
破
損
が
著
し
く
、
当
初
十
数
片
で
あ

っ
た
も
の
を
接
合
し
た
結
果
、
最
終
的
に
は
直
接
接
合
し
な
い
六
断
簡

(
a
¥
f
)
か
ら
な
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
残
存
し
た
漆
紙
の
形
状
等
か
ら
推
定
し
て
、
径
約
一

六
セ
ン
チ
で
復
元
を
試
み
た
。
そ
の
六
断
簡
を
合
わ
せ
た
大
き

さ
は
円
形
の
ふ
た
紙
の
お
お
よ
そ
二
分
の
一
程
度
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
断
簡
は
表
裏
に
文
字
を
確
認
で
き
る
が
、
周
辺
部
の
漆
の
厚

く
付
着
し
た
部
分
で
は
そ
の
漆
面
と
は
反
対
の
面

（オ
モ
テ
面
）
で
、
表
文
字
と
左
文
字
を
重
な

っ
た
状
態
で
解
読
す
る
ほ
か
な
い
。

--,. 
ヽ

第

□
麻
呂
年
口

子
マ
麻
萬
藤
年

（オ
モ
テ
面
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（漆
面
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~
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断
簡
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断
簡
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年
舟
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二
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釈

文

形

状 号
漆
紙
文
書

〔
興
ま
た
は
奥
ヵ
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戸
□ 口
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一
八
〇
溝
跡
出
土
）
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三、

内

（
漆
面
）

こ
の
面
は
漆
が
全
面
に
薄
く
付
着
し
て
い
る
の
で
、

完
全
に
保
護
さ
れ
た
状
態
と
い
え
る
。

本
文
害
は
人
名
を
列
記
し
、
そ
の
後
に
続
け
て

X
件
□
人
従
□
麻
呂
来

x

x戸
里
戸
主
神
人
マ
千
X

と
あ
る
が
（
図
1
)
、
こ
れ
は
正
倉
院
文
書
中
の
和
銅
元
年

（七

0
八）

次

乎

刀

自

年

十

小

女

上

件

六

人

忍

従

移

来

戸
主
大
田
部
赤
麻
呂
年
升
五
正
丁
太
賓
二
年
籍
郡
内
郡
上
里
戸
主
大
田
部
伊
須
伎
戸
戸
主
子
今
為
戸
主
全
戸
移
来

（図
2
)

な
ど
と
極
め
て
類
似
し
た
記
載
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
文
字
の
大
き
さ
も
帳
簿
様
の
方
約

0
•
五
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
で
あ
る
。

ま
た
、
本
文
書
が
男
女
順
の
戸
口
配
列
法
を
と

っ
て
い
る
点
も
「
陸
奥
国
戸
口
損
益
帳
」
と
共
通
し
て
い
る

（図
3
)
。

年

州

七

（

男

）

□
麻
呂
年
□

（男）

容

墨
痕
は
ほ
ぼ

「
陸
奥
国
戸
口
損
益
帳
」
に
み
え
る

図2 陸奥国戸口損益帳

（正倉院文書一部分）

図 1 d断簡 （漆面一部分）
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（男）
（男）

（男）
（男）

（男）
（女）

（女）

□
七

（女）

一
方
、
筆
運
び
の
速
い
書
体
、
墨
界
線
の
な
い
こ
と
、
お
よ
び
行
間
を

ほ
と
ん
ど
と
ら
ず
、
し
か
も
部
の
表
記
は
「
マ
」
と
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら

判
断
す
る
と
、
中
央
へ
提
出
す
る
正
文
ま
た
は
そ
の
控
で
は
な
く
、
そ
の

正
文
作
成
の
た
め
の
下
書
き
す
な
わ
ち
草
案
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
従
っ

て
本
文
書
は
「
陸
奥
国
戸
口
損
益
帳
草
案
」
と
呼
ぶ
べ
き
性
格
の
帳
簿
と

み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

戸
口
損
益
帳
と
は
、
戸
籍
の
作
成
事
務
に
非
常
に
関
係
の
深
い
文
書
で
、

前
年
籍
と
の
戸
の
異
動
ー
移
住

•

死
亡
な
ど
ー
を
記
載
し
た

帳
簿
で
あ
る
。

本
文
中
に
み
え
る
「
X
□
戸
里
」
は
、
里
制
ま
た
は
郷
里
制
下
の
表
記
と

考
え
ら
れ
、
本
文
書
の
年
代
の
下
限
を
郷
里
制
廃
止
の
天
平
十
二
年
（
七
四

O
)
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
点
、
人
名
の
ウ
ジ
名
「
君
子
マ
」
は

天
平
宝
字
元
年

（七
五
七
）
三
月
以
前
の
表
記

（吉
美
侯
部
さ
ら
に
吉
弥

侯
部
に
改
め
ら
れ
る
）
で
あ
り
、
「
白
髪
部
」
も
同
様
に
延
暦
四
年

（七
八

子
マ
麻
萬
藉
年

弟
君
子
マ
足
麻

得
年
升
四

年
十
九

年
十
七

年
冊
七

図3 a断簡（漆面）
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五
）
以
前
の
表
記
（
真
髪
部
に
改
め
ら
れ
る
）

矛
盾
し
な
い
。

（
オ
モ
テ
面
）

で
、
上
記
の
下
限
年
代
と

も
う
―
つ
の
文
書
は
公
文
の
草
案
の
廃
棄
後
に
そ
の
紙
背
を
利
用
し
た

も
の
と
一
応
判
断
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
紙
背
文
書
は
、
文
字
の
大
き
さ
（
方

約
一
・

ー
セ
ン
チ
）
や行
間

（
行
の心
心
間
隔
約
二

•

五
セ
ン
チ
）
な
ど

か
ら
判
断
し
て
、
通
常
の
文
書
と
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
欠
損
の
多
い
断

簡
か
ら
は
そ
の
性
格
を
推
定
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。

た
だ
、
二
つ
の
固
有
名
詞
に
つ
い
て
解
説
し
て
お
き
た
い
。

〔済〕

「
X
□
王
敬

x
」
（
図
4
）
は
、
東
大
寺
の
盛
舎
那
仏
建
立
に
際
し
て
、

陸
奥
国
か
ら
黄
金
九
百
両
を
貢
献
し
た
こ
と
で
有
名
な
百
済
王
敬
福
（
当

時
陸
奥
守
）
と
み
て
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

（苅
l

も
う
―
つ
の
「
陸
奥
國

D
x」
（
図
5
）
は
、
四
字
目
の
「
茄
J

が
「
前
」

に
も
似
た
書
体
で
あ
る
が
、
「
苅
」
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
「
苅
」
と
す
れ

ば
陸
奥
国
苅
田
郡
を
意
味
す
る
と
推
定
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
苅
田
郡
は
『
続

日
本
紀
』
養
老
五
年
（
七
ニ

―
)
十
月
戊
子
条

（
十
四
日
）
に
「
令
陸
奥

国
分
柴
田
郡
二
郷
置
苅
田
郡
」
と
み
え
、
そ
の
建
郡
が
接
老
五
年
で
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

図 4 d断簡（オモテ面一部分）

図 5 a断簡（オモテ面一部分）
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表
文
書
は
、
ま
ず
文
書
の
性
格
が
戸
口
損
益
帳
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
籍
年
作
成
と
み
ら
れ
る
。
し
か
も
こ
の
文
書
は
本
文
中
に

「口
戸
里
」
の
表
記
が
あ
り
、
紙
背
文
主
EJ

が
天
平
十
年
以
降

（
「
陸
奥
国
苅

（
田
郡
）

」
の
記
述
は
養
老
五
年

〔
七
ニ
―
〕
以
降
を
示
す
）
と
判

断
で
き
る
こ
と
か
ら

、

郷
里
制
（
霊
亀
元
年
〔
七
一
五
〕
—
天
平
十
二
年
〔
七
四
〇
〕
）
下
の
戸
籍
と
の
損
益
を
問
題
と
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
本
文
書
が
戸
口
損
益
帳
の
草
案
と
す
れ
ば
、
そ
の
長
期
に
わ
た
る
保
存
は
あ
ま
り
想
定
し
な
く
と
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
本
来
、
草
案
は
正

文
が
で
き
れ
ば
不
用
な
も
の
と
な
る
。
お
そ
ら
く
、
籍
年
か
ら
ま
も
な
い
時
期
か
、
最
長
で
も
次
籍
年
の
際
の
廃
棄
と
み
て
差
し
支
え
な
い
よ
う

四、 さ
て
、
本
文
習
は
陸
奥
国
府
の
屈
か
れ
た
多
賀
城
と
密
接
に
関
連
す
る
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
み
え
る
「
百
済
王
敬
福
」
の

存
在
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
上
限
が
決
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
百
済
王
敬
福
（
六
九
八
ー
七
六
六
）
が
陸
奥
国
に
関
わ
る
の
は
、
陸
奥
介
と
陸
奥

守
時
代
で
あ
る
。
百
済
王
敬
福
は
正
倉
院
文
書
中
の
天
平
十
年
所
収
（
続
々
修
二
十
四
峡
五
裏
、
『大
日
本
古
文
書
』
巻
一

＿十
四
ー
補
遺
一
）
の
「
上

階
官
人
歴
名
」
（
こ
れ
を
大
間
書
と
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
見
解
あ
り
）
に
「
陸
奥
介
百
済
敬
福
」
と
み
え
る
。
そ
こ
に
記
さ
れ
た
四
三
名
の
う

ち
「
大
接
徳
守
藤
原
広
嗣
兼
式
部
卿
」
と
「
遠
江
守
百
済
王
孝
忠
」
に
つ
い
て
は
、
『
続
日
本
紀
』
天
平
十
年
四
月
庚
申
（
二
十
二
日
）
条
に
よ
れ
ば
、

従
五
位
下
藤
原
朝
臣
広
嗣
為
大
養
徳
守

従
五
位
下
百
済
王
孝
忠
為
遠
江
守

と
み
え
る
。
百
済
王
敬
福
の
場
合
、

『続
日
本
紀
』
に
は
陸
奥
介
の
任
官
記
事
は
な
い
が
、
天
平
十
五
年
に
は
陸
奥
守
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
す
れ
ば
、
任
限
五
年
を
考
え
て
天
平
十
年
を
介
の
任
官
時
期
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

百
済
王
敬
福
は
天
平
十
年
陸
奥
介
に
、
天
平
十
五
年
に
陸
奥
守
、
天
平
十
八
年
四
月
に
上
総
守
に
一
旦
任
ぜ
ら
れ
た
が
、
同
年
九
月
に
は
陸
奥

守
に
再
任
さ
れ
、
天
平
勝
宝
二
年
に
宮
内
卿
と
な
り
、
陸
奥
国
を
離
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
敬
福
は
天
平
十
年
（
七
三
八
）
か
ら
天
平
勝
宝
元
年

（
七
四
九
）
ま
で
（
た
だ
し
天
平
十
八
年
四
月
か
ら
八
月
ま
で
上
総
守
）
、
陸
奥
国
に
関
わ
っ
た
と
み
て
よ
い
。

文
書
の
年
代
推
定
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一
、
戸
口
損
益
帳
と
は
、
戸
籍
作
成
に
あ
た
り
、
前
年
籍
と
の
戸
口
の
異
動
を
記
し
た
も
の
で
、
戸
籍
と
密
接
に
関
連
し
た
帳
簿
と
し
て
中
央
へ

戸
籍
と
と
も
に
提
出
さ
れ
た
。
本
文
書
は
そ
の
帳
簿
作
成
の
た
め
の
下
書
き
の
よ
う
な
性
格
ー
草
案
と
考
え
ら
れ
る
。

二
、
現
存
す
る
戸
口
損
益
帳
は
、
奈
良
•
正
倉
院
に
保
存
さ
れ
て
い
る
和
銅
元
年

（七
0
八
）
陸
奥
国
戸
口
損
益
帳
と
天
平
五
年

（七
三
三
）
右

京
戸
口
損
益
帳
の
二
通
の
み
で
、
と
も
に
小
さ
な
断
簡
で
あ
る
。
出
土
資
料
と
し
て
は
全
国
で
初
め
て
の
発
見
で
あ
る
。

三
、
紙
背
文
書
に
み
え
る
「
百
済
王
敬
福
」
は
、
天
平
末
年
に
東
大
寺
庶
舎
那
仏
造
営
の
際
、
陸
奥
守
と
し
て
陸
奥
国
か
ら
黄
金
九
百
両
を
貢
献

し
、
国
家
的
大
慶
事
と
称
賛
さ
れ
た
こ
と
で
有
名
な
人
物
で
あ
る
。
百
済
王
一
族
は
、
名
前
の
と
お
り
朝
鮮
半
島
に
栄
え
た
百
済
国

（六
六
〇

年
滅
亡
）
の
王
族
の
子
孫
と
し
て
、

当
時
の
中
央
政
界
で
大
き
な
勢
力
を
有
し
て
い
た
。
し
か
も
百
済
王
は
敬
福
を
は
じ
め
と
し
て
、
数
多
く

の
人
物
が
陸
奥

・
出
羽
両
国
の
国
司
や
鎮
守
府
の
高
官
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
、
注
目
す
べ
き
事
実
で
あ
る

（表
1
参
照
）
。

五、

意

義

な
性
格
の
も
の
と
い
え
よ
う
。
そ
の
点
か
ら
、
ま
ず
本
戸
口
損
益
帳
が
神
亀
四
年
籍
に
伴
う
可
能
性
を
打
ち
消
す
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
ま

た
、
岸
俊
男
氏
に
よ
れ
ば
、
郷
里
制
廃
止
の
実
行
さ
れ
た
期
日
は
天
平
十
一
年
十

一
月
十
一
日
か
ら
翌
十
二
年
六
月
ま
で
の
間
で
あ
る
と
推
考
さ

れ
て
い
る

（「
古
代
村
落
と
郷
里
制
」

『
日
本
古
代
籍
帳
の
研
究
』
所
収
、

一
九
六
三
年
）。

従

っ
て、

天
平
五
年
籍
ま
た
は
天
平
十
二
年
籍
の

可
能
性
が
最
も
強
く
、
天
平
十
八
年
籍
の
可
能
性
は
少
な
い
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
紙
背
文
書
の
年
代
は
お
の
ず
と
天
平
十
二
年

（七
四

O
)
以
降
、
天
平
勝
宝
元
年

（七
四
九
）
ま
で
の
約
―

0
年
間
に
限
定
さ
れ
る
で

あ
ろ
う
。

さ
き
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
陸
奥
国
戸
口
損
益
帳
が
草
案
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
天
平
五
年
籍
ま
た
は
天
平
十
二
年
籍
作
成
後
ま
も
な
く
廃
棄
さ

れ
た
可
能
性
が
強
い
の
で
、
紙
背
文
書
は
「
百
済
王
敬
福
」
が
陸
奥
介
時
代
の
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。
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漆面

図6 第 1号漆紙文書復原図
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漆面

オモテ面

図 7 第 1号漆紙文書
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図 8 第 1号漆紙文害ー漆面ー（赤外線テレビ写真）
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図9 第 1号漆紙文書ーオモテ面ー （赤外線テレビ写真）
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|  1 4 ー

!
 

図
10

陸
奥
国
戸
口
損
益
帳
（
正
倉
院
文
書
一
宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所
提
供
）



二、

x
土
収

x庚
子
土
成

釈

x亥
木
危

x戌
木
破

x
酉
火
執

文

一

、

形

状

下
弦

第
二
号
漆
紙
文
書

歳
前

x

歳
前

x

歳
前

x

歳
前

x

歳

X

本
漆
紙
文
書
は
、
現
状
で
は
二
紙
重
な
っ
て
い
る
。
全
体
的
に
漆
の
付
着
が
厚
く
、
も
の
の
状
態
は
安
定
し
て
い
る
。
漆
が
付
着
し
た
面
に
文

字
が
確
認
さ
れ
る
。
な
お
、
こ
の
面
の
紙
背
に
も
一
部
で
文
字
が
認
め
ら
れ
る
の
で
、
紙
背
文
書
の
存
在
は
確
か
で
あ
る
。
現
状
で
ほ
ぼ
円
形
を

呈
し
”
ふ
た
紙
“
の
状
態
を
保
ち
、
最
大
径
約

―
四
セ
ン
チ
を
測
る
。

(
S
D
一
八
〇
溝
跡
出
土
）
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具
注
暦
と
そ
の
遺
存
例

こ
の
漆
紙
文
書
は
「
具
注
暦
」
断
簡
で
あ
る
。
具
注
暦
と
は
、
暦
面
を
上

・
中

・
下
の
三
段
に
分
け
て
暦
日
の
下
に
日
の
吉
凶

・
禍
福
な
ど
の

暦
注
を
具
備
し
た
暦
の
こ
と
で
あ
る
。

わ
が
国
に
お
け
る
具
注
暦
の
変
遷
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

・

元
嘉
暦

持
統
六
年
（
六
九
二
）

一
儀
鳳
暦

天
平
宝
字
七
年
（
七
六
三）

ー

大

術

暦

天
安
二
年
（
八
五
八
）

三
、

X
氣
北
行

x
閉

x金
開

土
壬

天
道
X

人

X
歳
前

x

歳
前
血

x
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12 11 10 ， 8 7 6 5 4 3 2 1 

a 
窟 延 延 延 玉,.,_ 天 天 天 天

塁ば祥 暦 暦 暦
應I 平 平 平

塁 ! 
勝 勝 十

...... 
年

十 十 字 宝 宝 十 八

= 暦 暦
至

年

温
九 八 醤暦 雷喜孟暦 代

醤
延 八 八 八 七 七 七 七 七 七 七 七

西暦 四

゜゚
九 八 五 五 五 四 四

年 八 四

゜゚
九 七

_._ 
九

...... 
九ノ‘ /~ 

間
暦

か 四

大 1義 暦
，，， ，，， ケ ，，， ，，， 術 ~ ,, ，，， ,,. ，，， 鳳

暦 暦 名

漆 正 裔種，，，， ，，， ，，， 

‘ ‘ 
，，， ,, 紙 ，，， ,., 倉

盗Cl 

院

斎 類

鹿 胆 大 胆 鹿

城貴
秋 武 城

の 沢 浦 沢 の 田
喜

山
子 城 B 城 子

塁
遺 遺

遺 跡
塁

跡 C 跡 喜 跡
跡 --、 、--塁＾ 多 が--

.-. 跡e 水 --、 水 秋

>
静

区 沢 米 沢

＾ 
賀 田 岡 ＾ 所,-、 、市--沢 ..__., 市 石
.......... 盟

市ヽ ， 在石 ..__. 市 岡
岡 ,,___, 市 地ヽ
市 郡ヽ......... 

五
紀
暦

貞
観
四
年

（八

一
宣
明
暦

貞
享
元
年
（
一

ま
た
、
現
存
す
る
八

六
八
四
）

九
世
紀
の
具
注
暦
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

六
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四、 古
代
に
お
け
る
具
注
暦
は
、
毎
年
、
中
央
の
陰
陽
寮
で
作
成
さ
れ
、
中
務
省
を
経
て
諸
司

・
諸
国
に
配
布
さ
れ
た
。
し
か
し
、
頒
暦
の
実
態
は

諸
国
か
ら
雑
掌
ら
が
都
に
上
り
、
書
写
し
て
持
ち
帰
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
国
府
に
備
え
匠
か
れ
た
具
注
暦
一
本
は
、
さ
ら
に
同
様
に
書

写
さ
れ
て
、
国
府
内
の
諸
機
関
や
郡
家
に
も
備
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

暦
の
体
裁
は
、
上
段
が
日
付

•

干
支

•

納
音
・
十
二
直
か
ら
な
り
、
中
段
は
二
十
四
節
気
な
ど
、
下
段
は
暦
注
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

本
断
簡
は
上
段
の
日
付
を
欠
き
、
干
支
•
納
音
・
十

二
直
、
中
段
、
下
段
の
暦
注
は
上
部
の
み
が
遺
存
し
て
い
る
。
そ
の
点
で
は
、
良
好
な
遺

存
状
態
と
い
え
な
い
が
、
以
下
の
よ
う
な
手
順
に
よ
り
、
暦
の
年
代
判
定
は
可
能
で
あ
る
。

①
こ
の
暦
は
、
下
段
暦
注
の
最
初
に
記
載
さ
れ
て
い
る
大
歳
神

・
小
歳
神
の
表
記
が
「
歳
前
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と

（図
11)
か
ら
、
儀
鳳
暦

（
六
九
ニ
ー
七
六
三
年
）
）
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
（
俄
鳳
暦
ー
歳
前
、
大
術
暦
ー
大
歳
前
）
。
『
続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
七
年
（
七
六
三
）
八
月
戊

子
粂
に
「
儀
鳳
暦
を
廃
し
て
、
始
め
て
大
術
暦
を
用
う
」
と
み
え
る
。

②
「
庚
子

…
•
•

歳
前
」
は
春
の
大
歳
神
の
位
置
が
該
当
す
る
。

③

左

端

の

「
X
氣
北
行
げ
麟
」
（
図
12)

の
記
載
は
月
初
部
分
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、

「
癸
卯
」
は
そ
の
前
月
の
最
後
の
日
（
小
の
月
…

二
十
九
日

大

の

月

…
三
十
日
）
に
該
当
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。

春
一
月

1
三
月
ま
で
の
う
ち
、

二
十
九
日
ま
た
は
三
十
日
が
癸
卯
と
な
る
年
を
七

0
0
1七
六
三
年
ま
で
の
間
で
、
湯
浅
吉
美
編
『
日
本
暦
日

便
覧
』
（
汲
古
書
院
）
を
検
索
す
る
と
、
次
の
六
例
の
み
で
あ
る
。

大
宝
元
年
（
七

0
1
)
正
月
二
十
九
日

大
宝
元
年
（
七

O
-
）
三
月
三
十
日

慶
雲
三
年

（七
0
六）

二
月
二
十
九
日

暦
の
年
代
判
定
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④
 

三
月

0
大
宝
元
年
三
月

〇
慶
雲
三
年
二
月

0
天
平
四
年
二
月

十
九
日
癸
巳

清
明
三
月
節

清
明
三
月
節

． 
嘗 9

｀ 
図12 暦の月初部分 （一部）

十
六
日
庚
寅

十
七
日
辛
卯

十
八
日
壬
辰

図ll

二
十
二
日
乙
未

神
亀
四
年

（七
二
七
）
正
月
三
十
日

天
平
四
年

（七
三
二
）
二
月
三
十
日

天
平
宝
字
七
年

（七
六
三
）
二
月
三
十
日

十
二
支
と
十
二
直
の
配
当
に
よ
っ
て
月
を
限
定
で
き
る
建
の
十
二
支
は
辰
と
な
る
こ
と
か
ら
、
迫
存
部
は
三
月
節
内
と
判
断
で
き
る
。
従

っ
て
、

大
宝
元
年
正
月
二
十
九
日
、
神
亀
四
年
正
月
三
十
日
の
二
例
は
対
象
外
と
な
る
。

十
九
日
壬
辰

二
十
日
癸
巳

二
十
一
日
甲
午

三
日
丙
子

十
九
日
壬
辰

四
日
丁
未

0
天
平
宝
字
七
年
二
月
十
六
日
己
丑

十
七
日
庚
寅

十
八
日
辛
卯

十
九
日
壬
辰

立
夏
四
月
節

清
明
三
月
節

雨
水
二
月
節

暦の下段 （部分）
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⑥ 

十 十 十 十 十 十 九 八 七
..... 

五 四Iヽ

五 四 .' 日 8 日 日 日 日 日 日 日 日 """ 

日 8 日 日 B 臭
戊 丁 丙 乙 甲 癸 壬 辛 庚 己 戊 T 丙 乙悶子 亥 戌 酉 申 未 午 巳 辰 卯 寅 丑 子 亥

火 土 土 水 水 木 木 金 金 土 土 水 水 火 火 月 天
収 成 危 破 執 ..... 疋 平 渦 除 建 閉 開 収 成 危 開畠

春 甲 行
分

●9● 9 

月
中

歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 大 ＊ 大 大 ＊ 大 人 天
酎 封 射 酎 位 位 位 位 位 小 小 小 小 小 小 道 道

小 小 小 歳 歳 歳 貫歳 名歳 歳 歳 封 封 封 封
後 後 後

⑤
最
後
に
年
代
決
定
の
決
め
手
と
な
る
記
載
は
中
段
の

に
当
た
り
、
春
の
土
用
の
入
り
を
示
す
註
記
で
あ
る
。

こ
の
条
件
を
満
た
す
も
の
は
、
右
の
う
ち
天
平
宝
字
七
年

（七
六
三
）
暦
し
か
な
い
。

暦
の
復
原
（
網
点
の
部
分
が
残
存
個
所
）

↓
陰
道
衝
陽

（凶
会
日
）

天
平
宝
字
七
年

（七
六
三
）
暦

「
土
壬
」
で
あ
る
（
図
13)
。

図13 暦の中段（「土壬」 ）

「土
壬
（
王
）
」
は
立
春
か
ら
七
十
四
日
目
、
穀
雨
前
三
日
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五 四
.... 

舟
岱閃翡升...L.. 升 升 井 升 ガ 井 十 十 十 十

日 日 日 8 日 日 五 四 日 九 八 七
...... ,. 

/¥ /¥ 

月 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日
大

戊 T 丙 乙 甲
靡

壬 辛 庚 己悶丁 丙 乙悶癸 壬 辛 庚 己
申 未 午 巳 辰 寅 丑 子 亥 酉 申 未 巳 辰 卯 寅 丑

土 水 水 火 火 月 天 金 金 土 土 木 木 火 灰金 金 水 水 木 木 火

徳壬在 4 北行氣
閉 開 収 成 危 破 執 定 平 満 除 建 閉 開 収

穀 消
雨 土 ~ 明

壬
―... 

／ 
● "● 

且
月
節

魯! 魯魯魯
人天 胄百魯魯魯胄胄魯歳削ヽヽ• 歳

魯魯
歳 歳 歳

道道 削‘“ 封 酎 封
小 小 魯 小 小 小 小 小 小 小

魯
歳 歳

魯
歳
喜

歳 歳 歳 歳
位 位 射 酎 酎 酎 酎

↓
了
戻
厭
（
凶
会
日
）

↓
陽
錯

（凶
会
日
）

↓
孤
辰
厭
（
凶
会
日
）
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る
こ
と
か
ら
も
推
測
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

一
、
古
代
の
暦
ー
具
注
暦
は
、
天
平
宝
字
七
年
（
七
六
三
）
の
暦
と
判
明
し
た
。
当
時
の
暦
は
、
そ
の
前
年
の
十
一
月
＼
十
二
月
の
間
に
書
写
さ

れ
た
。
そ
の
点
か
ら
い
え
ば
、
多
賀
城
碑
に
み
え
る
多
賀
城
第

Il期
の
修
造
年
代
と
思
わ
れ
る
天
平
宝
字
六
年

（七
六
二
）
に
作
成
さ
れ
た
暦

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
具
注
暦
の
変
遷
か
ら
い
え
ば
、
儀
鳳
暦
に
あ
た
り
、
こ
れ
は
持
統
六
年
（
六
九
二
）
か
ら
天
平
宝
字
七
年

（七
六
三
）
ま
で
使
用
さ
れ
た
も
の
で
、
本
具
注
暦
が
儀
鳳
暦
最
後
の

年
の
も
の
、
翌
年
か
ら
は
大
術
暦
に
代
わ
る
。

二
、
国
府
作
成
文
書
は
そ
の
廃
棄
後
に
、
国
府
付
属
の
漆
工
房
の
エ
人
に

払
い
下
げ
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

本
迫
跡
に
漆
工
房
が
存
在
し
た
と

考
え
ら
れ
る
の
は
、
こ
う
し
た
漆
の
ふ
た
紙
の
ほ
か
に
、
漆
の
入
っ
た

壺
や
漆
塗
作
業
を
含
む
作
業
記
録
板
と
み
ら
れ
る
木
簡
が
出
土
し
て
い

五、

意

義

図14 漆容器とそのふた紙I<参考資料＞

古代、漆は曲物容器に入れて保存することがあった。

その際漆の状態を良好に保っために、役所で反故にな った

文書をふた紙と して漆の表面に密箔させたのである。 この

ふた紙が不用にな って捨てられた後も、漆の付培した部分

すなわち曲物の大きさの分だけ文書が腐らずに残った。こ

れが今日我々の見る漆紙文書である。
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全
面
的
に
文
字
面
が

の
下
段
に
み
え
る
「
土

と
と
考
え
併
せ
る
と
、

、
内

容
長
口

〔
人
ヵ
〕

□
相
替
不
役
□
口

ヽ

升
三
日
役
十
二
人

釈

文

第

号
木
簡

同
一

―

,......._ 

土 口塗

(S
E
五
0
ニ
ー
井
戸
跡
出
土
）

削
り
取
ら
れ
て
い
る
。
日
々
の
作
業
を
記
し

（漆
下
地
）

漆」本
遠
跡
の
性
格
の

一
端
を
伝
え
る
も
の
と
み

の
よ
う
な
漆
塗
で
あ
る
点

（三
七
四
）
X
八
二

X
七

た
大
型
の
記
録
簡
の
一
部
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
作
業
の
一
部
が
現
状

は
、
本
遺
跡
か
ら
漆
紙
文
書
や
漆
付
着
土
器
が
多
数
出
土
し
て
い
る
こ

て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

011 
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に
か
か
わ
る
も
の
と
推
測
で
き
よ
う
。

二

、

内

容

主
帳

一
、

釈

文

2
号
木
簡

〔
食
ヵ
〕

ロロ―

ロ

(S
D
一
八
〇
溝
跡
出
土
）

火
長
已
上
□
十
人

軍
毅
□
□
口

見
三

一

内
容
は
軍
団
関
係
と
み
て
間
違

い
な
く
、
上
端
か
ら
約

一
寸
の
位
囲
の
側
面
に
小
穴
が
貫
通
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
何
ら
か
の
帳
簿
整
理

（一

六
五
）

x
（二
O
)
X
五

0
1
5
 図18 側面の小穴
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図19 第 1号木簡
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図21 第 1号木簡 （赤外線テレビ写真）
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図22 第 2号木簡（赤外線テレビ写真）
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